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1.は じめに

人称制限とい う視点からの日本語の感情表現と中国語の感情表現の異同に

ついての研究は以前からもなされてきた。 しかし、人称制限の問題だけでな

く、日本語と中国語の感情表現にはほかにもはつきりとした違いが見られる

と思われる。本稿では、感情表現のうち、動詞に係る連用修飾成分である場

合について、日本語と中国語の違いを見てみたい。以下の中国語の例文の日

本語訳は筆者が付けたものである。 (「 *」 の付いた文は日本語として不 自然

なものである。)

[1]aトセは苦 Lそ うに肩であえいだ。『塩狩峠』

b*私は苦上 くあえいだ。

[2]我痘童 地看兄,姑 姑也靖在里辺 !『 我和 五叔』

(aお ばさんもその中に立つているのを見て、私はつらかった。)

(b*おばさんもその中に立っているのをつらく見た。)

日本語では、例 [1]bの ように、一人称の場合 「私は苦しく～した」「私は

つらく～した」のような言い方は一般的ではない。これに対し、中国ではこ

のような連用修飾が可能となる。例 [2]の 中国語の例文を訳文 bの ようにそ

のまま感情形容詞の連用修飾の構文の形で自然な日本語に訳すことはできな

いので、形容詞の終止用法などを用いることになる。

本稿は、一人称の場合を中心に、連用修飾に用いられる日本語の感情形容

詞およびその他の感情を表わす表現を、中国語と対応する表現と比較するこ

とによって、その構文的特徴を明らかにすることを目的とする。もつとも、
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中国語 と日本語の形容詞の分類のしかたが異なるため に1)、

単純に比較する

ことはむずかしいが、本稿はあくまで日本語を中心に考察 し、それに対応す

ると思われる中国語の感情表現を合わせて見る。そ うすることによつて、日

本語の特徴をよりいっそ う明らかにすることができるのであろう。なお、用

例に関しては、日本語の用例はすべて文学作品から採取 した実例で、中国語

の用例は実例と作例を用い、実例の場合は作品名を明示 した。 (詳 しくは使

用資料をご参照 )

2.感情形容詞による感情表現の場合

2.1 連用修飾の場合の感情形容詞の使用

日本語の感情形容詞12語を対象に、CD―ROM版『新潮文庫の100冊』のうち

から翻訳の作品などを除く66作品から、動詞を連用修飾する用例 (注 2)を
検索

した結果、一人称の場合の感情形容詞による連用修飾の用例数は以下の通り

である。

形容詞 たのしく うれしく さびしく かなしく なつかしく はずかしく

用例数 25 12 4

形容詞 くるしく くや しく おしく こわく つらく にくく

用例数 0 0 0(13)= 0

#「つらく」の13例はすべて「つらく当たる」であり、それ以外は 0例で

ある。「つらく当たる」の場合の「辛く」は話し手の感情を表すのでは

なく、相手を「辛くさせる」という意味で使われる。

「たのしく」を除いて、連用修飾で用いられる感情形容詞の例文は極端に

少なかった。まったく用例が見られないものもあった。採取 した用例の中で

も、日常的に話 しことばや書きことばでは使われないような、文学的な表現

もある。具体的な用例は後述で必要に応 じて挙げることにする。
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2.2 感情形容詞 と動詞 との意味関係

実例はそれほど多く採取されなかったが、文学作品にみられたいくつかの

用例を中心に、もうすこし細かくその形容詞 と動詞の意味関係を考えて、い

くつかのパターンに分類することを試みる。「うれ しい」を例にして見てみ

よう。

[3]*私 はうれ しく昔の友達に会った。 (作例)

[4]私は、夫人が置き忘れたこうもり傘を、手に握つて、うれ上 く追いか

けていくと、『火宅の人』

[5]郁雄が切ない表情をするのを、百子はうれ しく眺め、そんな時の男の

我慢している顔を魅力的だと思う
(詢

。『長すぎた春』

それぞれの用例のうち、感情を表わす形容詞 「うれ しい」と行為を表わす

動詞の間の意味関係は一様ではなく、それぞれ以下の①②③に解釈すること

ができる。

① (結果―原因〉 ～Vすることによって、～しい

[3']昔の友達に会うことによって、うれしい

② 〈並列 先後〉 ～しくなって (思って)、 そしてvする

[4']う れしくなって、そして追いかけていく

③ (修飾 同時〉 ～しく思いながら (気持ちで)～する

[5']う れしい気持ちで眺める

連用修飾として可能になるのは、③の場合のみではないかと判断される。
いくら文学的表現で例外があるといっても、①の場合の連用修飾が自然な日

本語としても許されることはないと思われる。この場合、日本語ではふつう

形容詞の叙述用法を用いて表現する。②並列の場合の構文的特徴として、形

容詞と動詞との間に「、」を入れることができ、いゎゅる形容詞の中止法で

ある。以下、それぞれの場合の用例を挙げておく。
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【①の (結果―原因)の場合】

[6]*悔 しく試合に負けた。 (試合に負けて悔 しかった。)

[7]*母が苦しんでいるをつらく見た。 (母が苦しんでいるのを見てつら

かった。)

[8]*皆の見ている前で恥ずかしく転んだ。 (皆の見ている前で転んで恥

ずかしかった。)

[9]*苦 しく走った。 (走って苦しかった。)

【②の 〈並列)の場合】

[10]メ ロスは口惜しく、地団駄踏んだ。『走れメロス』

[11]私 は恥ずかしく、女たちに背を向けてそろそろ這い上りかけると、

『忍ぶ川』

[12]図 体ばかりでかくて滅法弱い代名詞であるその名を名乗ることは■

ずかしくためらうべきことであったが、峻一は皆からおだてられて

蔵王山と称し、『楡家の人々』

[13]母がいった。私はうれしく、「うん。」と素直に首肯できた。『忍ぶ川』

【③の (修飾〉の場合】

[14]恵 子と二人、この女史の帰って行く後ろ姿を淋しく眺め送ったこと

がある。『火宅の人』

[15]次 の年の私は…庭の木の葉が散って行くのを力≧なし生眺めていた。

『忘却の河』

[16]六 月の森雨の最中に来て借りた鍛冶町の家で、私は
=_し

く夏を越し

たが、まだその夏のなごりがどこやらに残っていて、『山椒大夫』

[17]ど うしたらいいんでしょうか、と私は萱しく冗談めかしていた。

『アポロンの鳥』

2.3 中国語の場合

述語 を連用修飾す るのに用い られ るものは、中国語では 「状語」とい う。
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「状語」はさらに「限定性状語」と「描写性状語」に分類される。 日本語に

おける感情形容詞による連用修飾に当たるものは、「描写性状語」の うちの

「動作主を描写するもの」である。この種の連用修飾語の働きは、動作主が

動作を行 う時の様子の描写であり、文学作品に多く見られる。修飾語 となる

形容詞は副詞接尾辞 「地」を伴い、動詞を連用修飾できる
い )。

例は以下の

通 りである。なお、日本語訳は便宜上二人称の場合にしたが、中国語のほう

は基本的に一人称も二人称も同じように表現することができる。

不 安 地 同 (心配そ うに尋ねる)不 満 地 悦 (不満そ うに言 う)

高 共 地 玩 (楽 しそ うに遊ぶ) 愉 快 地 牧 下 (う れ しそ うに受け取る)

恋 恋 不 舎 地 萬 升 (名 残惜 しそ うに別れる)

中国語では、前述の日本語①②③のような形容詞と動詞の意味関係のパタ

ーンにおいて、基本的には連用修飾の形で表現することができる。

[22]我 壼董挫看・兄 ,姑 姑也靖在里辺 !『 我和五叔』①

(おばさんもその中に立つているのを見て、私はつらかった。)

[23]我 藁共地接述了他的礼物。①

(私は彼からプレゼントを受け取って、うれしかった。)

[24]我 奎屈地哭了。 ②

(私は悔しくて泣いた。)

[25]我 一企人在家五型 地援弄着朴克牌。『中日辞典』 ③

(一人で家で所在なくトランプを並べている。)

[26]我 淮ュ」塑望着他高去的身影。③

(私は彼が去っていく姿を悲しく眺めていた。)

①の原因―結果の場合については、日本語では形容詞の叙述用法を用いる

のがふつ うであるが、述語を中心とする日本語 と違って、中国語ではこの場

合でも形容詞の連用修飾が可能なのは、日本語 と中国語の語順の違いとい う
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基本的な文法構造によるものであると考えられる。もちろん①②の場合、中

国語でも日本語 と同じように、叙述用法や中止法を用いて表現することがで

きる。例えば、[23][24]を それぞれ以下のように言い換えることができる。

[23']我 接述他的礼物.イ艮亘2←

(私は彼からプレゼントを受け取って、うれしかった。)

[24']我 感到往委昼,哭 了。

(私は悔しくなって、泣いた。)

例 [23][24]と [23'][24']を 比べてみると、同じ事柄を表現 しているには違

いないが、[23][24]の ほうが書きことばの文として、自然な中国語 としてよ

り簡潔で落ちつくように感 じる。それに対 し、[23'][24']の 文は文章の中で

はすこし冗長な感 じを与え、描写性に乏 しいと感 じられる。このように、中

国語の連用修飾による感情表現は、様態や状況を客観的に捉えて簡潔に描写

する、といった表現の特徴があるといえる。

3.感情形容詞以外による感情表現の場合

3.1 日本語と中国語の違い

ある行動をとる時の気持ち。心のありようが連用修飾句によって表現され

る場合、感情形容詞・形容動詞の連用形のほかに、日本語では様々な連用修

飾の形が現われる。例文はすべて一人称の場合である。

【日本語】

[27]私はそれを何かしら心苦しいような思いで見ていた。『かげろうの

日記』

[28]そ こで、せつかくの気持を乱されたことを不満に思いながら立ちあ

がった。『女の一生』

[29]こ の夜、僕は至極塗:医な気分で帰途についたのだが、『懐中時計』

[30]び くびくしながら路を急ぐ 『歌行燈』
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[31]おそるおそる交番で目当ての家の所在を訊ねた。『ろくでなしのサンタ』

[32]断 わるわけにはいかず、しぶしぶつきあっているうちに、『 さぶ』

日本語のこのような様々な表現に対 し、中国語では基本的に状語による修

飾の形で言い表すことができる。

【中国語】

[33]我 提坐 吊胆地同道 :老 帰不知道那件事口巴?『 常用動詞辞典』

(私はびくびくしながら「先生はあのことを知らないでしょうね」

と聞いた。)

[34]我 蚕満地揺 了揺共。

(私は不満に思い、頭を横に振った。)

[35]我 宣迷 担同他 :放 出来了 ?『 我和五叔』

(私は嬉しくなって、「出て来たの?」 と彼に聞いた。)

[36]我 不耐煩地 等了他一会几。

(私はいらいらしてしばらく彼を待った。)

3.2 まとめ

日本語の感情表現による連用修飾の場合において、過去に起きたことにつ

いて自分がどんな気持ちで行ったかを表現 しようとするとき、主観的な感情

から離れて、客観的に叙述するためには、中国語と比べると、日本語では感

情形容詞の連用形そのままでは用いられにくい、とい うことが分かった。そ

のような場合3.1で も一部示 したが、以下のような客観性を帯びる表現で叙

述することが多い。

○外面に現われる人間の様子、態度、感情を表わす形容動詞や副詞。

・～そうに、～げに (二人称)

・びくびく、いらいら、しぶしぶ、いやいや、どきどき…

○感情形容詞を用いる場合、連用形ではなく、ほかの構文的要素を介在させ、

内面的感情を客観化。状況化する。
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・～と思いながら

・～思い (気持ち・気分)で

このほかにも、比喩などによる様々な連用修飾の感情表現が見られる。

一方、中国語の連用修飾による感情表現の場合、人称にかかわらず一般的

に 「形容詞十地+動詞」そのままの形で表現することができる。中国語母語

話者に対 し、このような日本語の連用修飾の場合の感情表現の特徴に注意 し

て指導をしなければならない。中日翻訳の場合においても工夫が必要となっ

てくる。

4.終わ りに

中国語 と日本語において、感情を表す語句による連用修飾について比較 し

た時、文章などのフォーマルな場合の客観的な叙述に用いられる、とい う点

に関しては共通するが、しかし全体的に、日本語の感情形容詞は連用形のま

までは、過去において行為が行なわれた時の人間の様子や感情を客観的に表

すには用いられにくいことがわかった。それを叙述するには、日本語では様

々な構文的工夫が必要である。

一方、中国語で感情形容詞による連用修飾が一般的に見られるのは、中国

語の状態形容詞は日本語の感情形容詞に比べて描写性があり、言い換えれば

人間の主観的一時的な感情を表わすより、客観的な描写性が備わっているか

らであるといえる。このような感情を表わす形容詞の中日両国語の意味機能

の違いが、連用修飾の構文ひいては人称の制限にも反映 していると考えられ

るのである。

注

(1)中 国語における形容詞の分類は、意味的特徴からは「性質形容詞」と「状態形容詞」

といったような分類があり、構文的特徴からは「一般形容詞」と「非述形容詞」とい

う分類がある。日本語の感情形容詞は「状態形容詞」で「一般形容詞」にあたる。

(2)被修飾語の動詞のうちから、「する」「なる」および、「思う」「感じる」「見える」のよ

- 135 -



うな、形容詞が動詞を内容修飾すると思われる用例を除いた。

(3)例 [5]の 「眺める」の動作主は二人称であるが、この場合作者は文学作品によく見られ

る感情移入の描写手法を用いて、一人称の場合と同じように動作主の状態を表現 して

いると考えられるので、ここで例として挙げた。

(4)日 本語形容詞が連用修飾の形を採っているものを中国文法に当てはめ、鈴木1987で は

以下ように分類している(p.47)。

1)形容詞 (?)+動詞  2)形容詞十「地」+動詞  3)動詞十「得」十形容詞  4)構造の変換

本稿は、中国語の感情を表わす修飾成分に最も一般的に見られる〈形容詞+「地」十動詞〉

の場合のみ考察したが、いわゆる補語の形をとる〈動詞十「得」十形容詞〉の場合やそのほか

の形をとる場合についても今後さらに検討すべきである。
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